
ldog-chos に つ い て

小 野 田 俊 蔵

前稿1)では, アポーハ論を背景に持つたチベッ ト僧院学習内での 「概念(像)」

の問題を扱つた。すなわち, 例えば bumrpai ldog-pa とい う様に ldogrpa な

る術語を使って 「 という概念」「概念としての 」とい う意味を表わす用法 が

認められるのである。さて, その様にして取 り出された諸概念はそれ ら自体 さら

に 吟 味 を加 え られ, 質 料 を持 つ た物 質 を対 象 とす る rdzas-chos (具象概念) と,

質 料 を持 た ない もの を対 象 とす る ldog-chos (抽象概念) と に分 類 され る。 本 稿

は その rdzas-chos と ldog-chos2)に つ い て の覚 え 書 きで あ る。

本 稿 で考 察 され る もの は, 一 般 に チ ャパ 流 (phywa-pai lugs)3)と よ ば れ, 12世

紀 中頃 に活 躍 した学 僧 チ ャパ ・チ ョ ェキ セ ン ゲ (phywa-pa chos-kyi sen-ge)4)に よ

つ て 創 始 され た もの と伝 え られ て い る。 チベ ッ ト僧 院 内 で基 礎 教 育 の教 科 書 と し

て 使 わ れ る ドゥラ (bsdus-grwa) 書 類 の ほ とん どす べ て が こ の チ ャパ 流 を 継 承 し

て い るが, しか し これ が rdzas-ldog の規 定 の唯 一 の もの で は な か つ た よ う で

あ る。 例 え ば, 後 述 す る よ うに ツ ォ ン カバ が そ の 師 レ ン ダー ワ (red-mda-ba) か

ら伝 え られ た 説 明 は 後 世 の これ ら ドゥラ書 が 伝 え る もの と は少 々趣 を異 に して い

る。 ま た,『 ラ ト ドゥ ラ』(rm-slod bsdus-grm)5)が 伝 え る あ る 意 見 に よ れ ば,

rdzas-ldog に対 す る この必 要 以上 に カテ ゴ リカル な チ ャパ 流 の規 定 に は 正 統 的

な イ ン ド撰 述論 書 の裏 付 けが な く, 単 な る こ と ば あ そび で あつ て 仏 教 教 義 研 究 の

た め に は有 益 とは 言 え な い6), と ま で され る意 見 もあつ た よ うで あ る。 た だ し こ

の チ ャパ 流 の吟 味 方 法 を 学 習 す る こ とは ドゥラ書本 来 の 目的 で あ る思 考 能 力 の養

成 とい う観 点 か らは きわ め て 効果 の あ る もの で, 多 くの ドゥラ 書 が チ ャパ 流 の

rdzas-ldog-gi rnam-bzag を採 用 す る こ との 理 由 もそ の 点 に 存 す る と思 わ れ るの

で あ る。

本 稿 の 表 題 と し た ldog-chos と は, R-DGに 授 引 さ れ る ケ ー ト ゥ プ (mkhas-

grub) の こ と ば7)を か りて 簡 略 に 言 え ば, rtog-pas btags-pa tsam gyi chos (思 考

に よつ て構 築 され た だ け の存 在) で あ つ て, 後 述 す る よ う に, 質 料(rdzas) を 持 た

な い も の を 対 象 とす る 「抽 象 概 念 」 と い う こ と で あ る。 ま た, ツ ォ ン カ バ の 伝 え

る レ ン ダ ー ワ に よ る定 義 で は, rtog-pa la rdzas kyi yon-tan du snaかbai chos
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gan-zig, dhos-po ma yin-pa8)(思 考 壱こ於 て質料 〔を持 つ もの〕 の特質 と して あ らわ れ

る存 在であ り, しか も物 でない もの) と され る。 と ころ が, チ ャパ 流 の rdzas-ldog

の定 義 で は全 くこれ ら上 記 の 考 え 方 とは異 つ た観 点 か ら吟 味 が 加 え られ て い るの

で あ る。 チ ャパ 作 の 『ドゥラ』 に 採 録 さ れ て い た と 伝 え ら れ る9)『rdzas-chos

ldog-chos の 章 』 が 未 だ 発 見 され てい ない 現 時 点 で は, チ ャパ 自身 が どの よ うな

言 葉 を使 つ た か は正 確 に は 明 らか で は な い が, 後世 の ドゥ ラ書 に伝 え られ る もの,

あ る い は ツ ォ ンカ バ等 が 断片 的 に 伝 え る もの を 総 合 して チ ャパ 流 の rdzas-ldog

を 以下 に紹 介 して み た い。

まず, rdzas-chos (具象概念) は khyodlo)khyod-rah yin, khyod ma yin-pa

khyod ma yin11). (それ がそれ 自身 である 〔と言 え〕, それでない ものがそれ で な い 〔と

言 える〕 もの) と定 義 され る。bum-pa (壷) を 例 と す る と,「 壷 は壷 で あ る」

と言 え,「 壷 で な い もの は壷 で な い 」 と言 え る。 す なわ ち, 肯 定 的 に も否 定 的 に

も自 己叙 述 的 (述語可能, pradikabel) な概 念 と規 定 す るの で あ る。

そ れ に 対 し て ldog-chos (抽 象 概念) は khyod khyod-ran ma yin-paam,

khyod ma yin de khyod yin-pa gah-ruh yin-pa12). (そ れ が そ れ 自 身 で な い か, あ る

い は, それ で な い こ と 〔-も の〕 が それ で あ る か, の ど ち らか の もの) と定 義 さ れ る。

ldog-chos (抽 象 概 念) は さ ら に, チ ャ パ 流 の 吟 味 の 方 法, す な わ ち 「そ れ が

そ れ 自 身 で あ る か な い か 」 と 「そ れ で な い こ と 〔一 も の 〕 が そ れ で あ る か な い

か 」 と い う方 法 に よ つ て, 二 種, 三 種 あ る い は 七 種 以 上 に 分 け られ る よ う で あ る。

こ こ で は 基 本 的 な 三 種 の 分 類 を 書 き 出 し て み よ う。 基 本 的 な 三 種 と は, 『ヨ ン ジ

ン ド ゥ ラ (yons-dzin bsdus-grm)』13)等 の ド ゥ ラ 書 で は ldog-chos dan-po gsum

と よ ば れ る も の で, ran yin-pa'i ldog-chos (〔肯 定 的 に は〕 自己 叙 述 的 〔述 語 可 能 〕

な抽 象 概 念), rah ma yin-pa, i ldog-chos (〔肯 定 的 に〕 非 自己 叙 述 的 〔述 語 不 可 能,

impradikabel〕 な 抽 象 概 念), ldog-chos phuh-sum tsam-po-pa (〔肯 定 的 に も否 定 的

に も非 自己 叙 述 的 な〕 絶 対 抽 象 概 念) の 三 種 で あ る。

まず, ran yin-pa'i ldog-cho島(〔 肯 定 的 に は〕 自己 叙 述 的 な抽 象 概 念) と は,

khyod khyod-ran yin, khyod ma yin-pa khyod yin14). (それが それ 自身で あ り,

それでない こと 〔一 もの〕が それで あるもの) と定 義 され る。Y-DGで の例 mtsh-

on-bya (定義 さ れ る もの=被 定義項) の よ う に, mtshon-bya 自 身 も mtshon-

bya で あ るけ れ ど も mtshon-bya ma yin-pa も mtshon-bya で あ る と言 え るの

で あ る。 筆 者 の責 任 に於 て 他 の 理 解 しや す い 例 を出 す と,「 抽 象 的」 な る概 念 は

そ れ 自身 が 抽 象 的 で あ るが,「 抽 象 的 で な い」 とい う概 念 も同 じ く抽 象 的 で あ る
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と言 え る。 す な わ ち 「抽 象 的 」 な る抽 象概 念 は, 肯 定 的 に は 自己叙 述 的 で あ るが,

否 定 的 に は非 自己 叙 述 的 な概 念 とい う こ と が 出来 る。 この よ う な 概 念 を rah

yin-pai ldo9-chos と規 定 す る の で あ る。YMDGで は rtag-pa, spyi な ど15)

も この 例 と され る。

次 に, rah ma yin-pai ldog-chos(〔 肯定的 にう 非 自己叙述的 な抽象概念) とは,

khyod khyod-rah ma yin, khyod ma yin-pa方khyod ma yin16). (それがそれ自身

でな く, それ で な い こ と 〔-も の〕が それ で な い も の) と 定 義 さ れ る。 例 え ば,

mtshan-nid (定義 〔項 〕) な る概 念 は, 定 義 され る対 象(被 定義項)で は あ つて も

定 義 〔項 〕 で は な く,「 定 義 で な い もの 」 な る概 念 も同様 に 定 義 〔項 〕 で は な い。

前 述 の 「抽 象 的 」 に対 して, こ こ で は 「具 体 的 」 な る概 念 を この 例 とす る こ とが

出 来 るだ ろ う。 「具 体 的」 な る概 念 は, そ れ 自 身具 体 的 で は な く,「 具 体 的 で な

い 」 とい う概 念 も同 じ く具 体 的 で は な い。YMDGで は tha-dad, bum-pa dah

gcig, ka-bum gnis な どが この 例 と され る17)。

次 に, ldog-chos phuh-sum tsam-po-pa (絶対抽象概念) とは, khyod khyod-

rah ma yin, khyod ma yin-pa khyod yin18). (それがそれ自身でな く, それでない こ

と 〔-も の〕 がそれで あるもの) と定 義 され る。 す な わ ち, 肯 定 的 に も否 定 的 に も

述 語 不 可 能 な概 念 の こ とで, 例 え ば, bum-pa'i spyi (壼の 〔上位の〕 類) な る概

念 な ど が こ の定 義 を満 たす19)と さ れ る。 他 にYMDGで は dhos-poi spyii bye-

brag, dhos-po'i spyi 等20)が 例 と され る。

以 上 紹 介 した三 種 の ldog-chos の うち, 最 後 の ldog-chos Phuh-sum tsam-

po-pa は後 世 に な つ て付 加 され た もの ら し く, 僧 院 内 の 問答 を 想 定 し て 創 り 出

され た きわ めて 技 巧 的 な もの と言 え よ う。 こ う して創 り出 され た 概 念 の概 念

も, さ らに rjes-mthun や mu な ど と よ ばれ る よ り複 雑 な もの に分 類 され て

い くの で あ る が, それ らに つ い て は さ らに考 察 を 加 え た い。

1) 印 度 学 仏 教 学 研 究, 第28巻 第2号 の拙 論 『「ldog-pa」 に つ い て』。

2) 一 般 に両 者 は合 せ て rdzas-ldog と略 称 され る。 以 下略 称 に よ る。

3) Geshe Ngawang Nyima; bsdus-grwa brjed-tho (Memoranda on Logic), Univ. of

Leiden, 1970. (以 下N-D) Gと 略)p. 20 etc.

4) 1109～1169年 の人。Phya-pa, Cha-pa と綴 られ る場 合 もあ る。

5) mChog lha od zer; tshad-ma rnam-grel gyi bsdus gzun ses-byai sgo yed rgol

nan glare-po joms-pa gdon lnai gad rgyans rgyu rig lde-mig. (Tohoku No. 6858)

最 近 イ ン ドか ら再 刊 され た。Rm szod bsdus grwa, Dharamsala, 1980. (以 下R-DG

と略)
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6) R-DG p. 68よ り取意。

7) R-DG p. 67. mKhas-grub dge-legs dpal bzan-po; tshad-ma sde-bdun gyi rgyan

yid kyi mun sel. (Tohoku No. 5501) よ りの引 用 と され る が, 筆 者 未 見。

8) Tson-kha-pa blo-bzan grags pa'i dpal; sde-bdun la jug-pa'i sgo don gn"er yid kyi
mun sel. (Tohoku No. 5416) イ ン ドか ら洋 装 テ キ ス トが 出 版 さ れ て い る。 同題,

Varanasi, 1972. (以 下Ts-YMと 略 し Varanasi 本 の 頁数 を記 す) p. 40.

9) Klofi-rdol bla-ma nag-dbaii blo-bzan; tshad-ma rnam-'grel sogs gtan tshigs rig-

pa las byun-ba'i min gi grans. (Tohoku No. 6545), 2b2. (Satapitaka vol. 100, p.
663)

10) khyod の用 法 に つ い て は拙 稿 『問 答 (rtsod-pa) に お け る khyod の機 能 に つ

い て』 日本 西 蔵 学 会 々 報, 第25号 を参 照 され た い。

11) Ts-YM p. 41.
12) Ts-YM p. 41.

13) Yons-dzin rdo-r je chars; tshad-mai gzun don byed-pai bsdus-grwai rnam-bzag

rigs-lam hrul gyi lde-mig. (Tohoku No. 6857) (以 下Y-DGと 略)

14) Y-DG Se-ra 寺 版, Tashijon 版 と もに22b2, y-PG本 文 で は派 生 す る問 答 を予 想

し た上 で よ り煩 雑 な定 義 を示 す が, 本 稿 で は そ の 中核 の み を記 す。 以 下 註(16)(18)も

同 様。

15) y-DGS版T版 と もに23b5。

16) Y-DGS版23b5, T版23b6。

17) Y-DGS版23b5, T版23b6。

18) Y-DGS版T版 と もに22b6。

19) N-DG p. 20, 一 般 に, AがBの 〔上 位 の〕 類 (spyi) で あ る と い う こと は, Bが

Aの 〔下 位 の〕 種 (bye-brag) で あ る と い う こと と等 価 で あ る。 従 つ て 「壷 の類 」 が

それ 自身す なわ ち壷 の類 であるかど うかは, 壷 が 「壷 の類」 の種 であるかど うかを吟

味すれ ばよいことになる。一般 に, BがAの 種 であるためには, (1)BがAで あ る と

言 えること, (2)BがAと 同質 の存在 である こと, (3)B以 外 にAで ある ものが存在す

ること, の三条件 が必要 とされる。例 えば,「桜」 が 「木」 の種 であるためには, (1)

桜 が木 であると言 えること, (2)桜 と木 が同質 の存在 であること, (3)桜 以外 に木 であ

るものが存在す ること, が必要 である。 さて, 壷 が 「壼 の類」 の種 であるためには,

(1)の 条件 に照 らして壷 は 「壷 の類」で なけれ ばな らないが, そ うでは な い。 なぜ な

ら, 壷が 「壷 の類」 であるとい うことは壺 が壷 の種 であることと等価 であ り, そのた

めには(3)の 条件 に照 らして, 壼以外 に壷 である ものが存在せね ばな らな くな る の で

ある。 と説明 され る。

20) 第Y-DGS版T版 ともに23b6。

(仏教大学助手)
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